
平成26年度 人材育成・村おこし事業 募集結果
関西鳥取若桜会の紹介
人口減少対策検討委員を募集します
全国近代化遺産活用連絡協議会若桜大会フォーラム
平成26年度 若桜町社会体育事業
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　２年に１度の若桜神社大祭本祭りが５月２日と３
日に開催されました。２日の宵宮では、浦安の舞奉
納などが行われました。３日は午前０時から起床太
鼓で始まり、８時から神事の後、御幸行列、獅子舞、
神輿が宿内を練り歩きました。
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平成26年6月号
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若桜神社大祭
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5
月
14
日
（
水
）
に
人
材
育
成
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
4
団
体
よ
り
申

請
が
あ
り
左
記
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、広
報
わ
か
さ
、

IP
端
末
な
ど
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 （単位:円） 

団 体 名 事　業　概　要  事業費 
補助金
交　付
決定額 

1 美力推進委員会

町内在住の若者グループが
協力して、美と健康をテー
マにしたイベントを開催し
ます。

125,000 117,000

2
日本一大幟相撲
大会実行委員会

（屋堂羅自治会）

鳥取城北高校相撲部を招
き、日本一大幟相撲大会を
開催します。毎年150人以
上の来場者があり、今年で
26年目を迎える恒例行事で
す。

160,000 160,000

3
若桜ニホンリス
の森作り
プロジェクト

三倉、氷ノ山を中心に登山・
沢登り教室などを開催し、
若桜の自然を町内外へ発信
します。
また、若桜町に生息するリ
スの調査研究を行い、成果
を町民の方に報告します。

502,000 340,000

4 若桜・木育の会

スプーン作り体験教室を
きっかけに町民、特に若い
世代が若桜の森や木とふれ
あう機会を提供します。

180,000 162,000

合　　計 967,000 779,000

みんなの
力で

町を元気
に！ 平成26年度 人材育成・村おこし事業の

２次募集を行います！
　若桜町では、リーダーの育成と村おこしを一体に考えて、町の活性化に

つながる個人・グループの活動を支援します。1次募集に引き続き、町民

の皆さまの取組を支援させていただくため、2次募集を行います。

　町を元気に楽しくする、あなたの応募をお待ちしています！

応募方法
　応募者は申請に必要な書類（申請書、事業計画書及び収支予算書）を提出してください。
　人材育成運営委員会にて事業説明を行っていただき、審査の上、事業の採択を決定し通知します。
応募資格
　・若桜町に住所を有する18歳以上の個人
　・主に若桜町に住所を有する18歳以上の者が代表者となり構成されたグループまたは集落
募集事業
　�地域に根ざした産業・文化・スポーツ活動、人材育成、イベント開催、その他地域の振興に資すると
認められる事業

募集期限　６月１８日（水）
お申し込み・問い合わせ�　役場企画財政課　☎（８２）２２３１　IP☎９（８２）２２３１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （８２）０１３４
そ の 他　�申請書類様式は問い合わせ先までご連絡ください。また、町ホームページからもダウンロー

ドできます。
ＨＰアドレス　http://www.town.wakasa.tottori.jp/dd.aspx?menuid=1065
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関　西
鳥取若桜会の
紹　介

　

関
西
鳥
取
若
桜
会
は
、
平
成
14
年

に
若
桜
町
出
身
の
関
西
在
住
者
に

よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
若
桜
が
ま
す
ま
す
発

展
す
る
こ
と
を
願
い
、
桜
の
植
樹
や

ふ
る
さ
と
訪
問
事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
26
年
度
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
関
西
在
住
の
ご
親

戚
や
知
人
に
ご
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
活
動
内
容

　

 「
親
睦
交
流
会
」　
（
隔
年
）

　

※ 

平
成
26
年
10
月
26
日
開
催
予
定
、

大
阪
第
３
ビ
ル
22
階　

鳥
取
県

関
西
本
部

　

 「
ふ
る
さ
と
訪
問
の
旅
」

　
　
（
隔
年
実
施
、
平
成
27
年
）

　
「
桜
の
植
樹
」

　
　
（
隔
年
実
施
、
平
成
27
年
）

　
「
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
」

○
桜
募
金

　

 「
若
桜
町
」
と
い
う
名
の
と
お
り
、

桜
の
綺
麗
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
想
い
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
年
会
費
２
，
０
０
０
円

　

 

毎
月
若
桜
町
の
広
報
誌
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

〈
会
員
特
典
〉

　

 

・
氷
ノ
山
高
原
の
宿
氷
太
く
ん

 

…
宿
泊
の
室
料
が
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

　

・
ゆ
は
ら
温
泉　

ふ
れ
あ
い
の
湯

 

…
入
浴
料
４
０
０
円
→
２
０
０
円

　

・
わ
か
さ
温
水
プ
ー
ル

 

…
利
用
料
４
０
０
円
→
２
０
０
円

　

・
道
の
駅
若
桜

 

…
１
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
82
）
２
２
３
１

　

IP
☎
９
（
82
）
２
２
３
１

　

（
82
）
０
１
３
４

　

若
桜
町
で
は
、
平
成
25
年
度
に
町
道
高

野
1
号
線
と
町
道
吉
川
村
中
2
号
線
の
改

良
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
中
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
3
月
末
の
工
事

完
成
に
よ
り
拡
幅
し
た
道
路
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
吉
川
村

中
2
号
線
は
、
今
年
度
も
工
事
予
定
で
す
）

　

ま
た
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
、
事
業
が
滞
り
な
く
進
み
、
工
事
完

成
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
土
木
行
政
に
対
す
る
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
交
通
の
安
全
確
保
・
住
民
生
活

の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【お問い合わせ】役場町土整備課　☎（８２）２２３６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＰ☎９（８２）２２３６

町
道
改
良
工
事
の
完
成
に
つ
い
て

平成25年10月12日　若桜学園での桜植樹　

高野１号線改良工事

吉川村中２号線改良工事

着工前

着工前

完　成

完　成
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オイルフィルター

スポイト

コップ

固定タンク

この固定タンクに溜まっている灯油も除去してください。

水ごみ

固定タンク

オイルフィルター・固定タンク

○募集人員　　30 名程度
○応募資格　　 若桜町内に住所がある 18 歳以上の方で、主に平日の夜（19 時～ 21 時頃）に

3回程度開催する会議に出席していただける方
○活動内容　　会議で意見や考えを発言していただきます。
○活動期間　　平成 26 年 7月～平成 27 年 3月を予定
○謝　　礼　　会議 1回につき 1,000 円程度を予定
○応募締切　　6月 20 日 ( 金 )17 時必着
○応募方法　　 次の事項を明記のうえ、下記宛先まで郵送、FAX、
　　　　　　　電子メールのいずれかで応募してください
　　　　　　　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤職業
○宛　　先　　〒 680-0792　八頭郡若桜町大字若桜 801 番地 5
　　　　　　　若桜町役場企画財政課
　　　　　　　☎（82）2231　IP ☎ 9（82）2231　 （82）0134
　　　　　　　 kikaku@town.wakasa.tottori.jp

人口減少対策検討委員を募集します
若桜町では、将来の人口減少に少しでも歯止めをかける方法を検討し、

住民の皆さまのご意見を反映させるため、「人口減少対策検討委員」を募集します。
　将来の若桜町を若い世代、女性の意見で一緒に考えましょう！

大型資源ごみ
の出し方

石油ストーブ本体の
灯油も抜きましょう！

　石油ストーブを大型資源ごみとして出さ

れるとき、石油ストーブ本体に灯油が残っ

たまま出されることがよくあります。

　固定タンクのオイルフィルターを外し、

スポイトなどを使って、固定タンクの中の

灯油も抜いてください。

　なお、ごみなどが混ざった灯油（廃油）は、

町では収集できませんので、専門業者に処

理を依頼してください。
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【受験資格】

平成23年４月１日から平成27年３月までに高等学校または中等教育学校を卒業の方
【申込方法など】

○インターネット申し込み
　申込専用アドレス
　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
○郵送・持参による申し込み、お問い合わせ
　〒730－8521　広島市中区上八丁堀６－30　
　広島国税局 総務部 人事第二課 試験研修係
　☎082(221)9211　内線3743・3635

【申込受付期間】

○インターネット申し込み　　６月23日（月）～７月２日（水）
○郵送・持参による申し込み　６月23日（月）～６月26日（木）

【第１次試験】

○試 験 日　９月７日（日）
○試 験 地　鳥取市・松江市・岡山市・広島市・山口市
○試験種目　基礎能力試験・適性試験・作文試験
※詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。　http://www.nta.go.jp

国税庁の職員募集について
　国税庁では、税務職員を募集しています。採用試験の募集要項は下記のとおりです。

　税のスペシャリストを目指して、ぜひ受験してください。

　全国近代化遺産活用連絡協議会は、「近代化遺産」を持つ全国の市町村などが会員となって、その保存
と活用について考える全国ネットワークです。
　今年の総会が若桜町で開催されるのにあわせて、下記のとおり鉄道をテーマにフォーラムを開催しま
す。入場は無料ですので、多くの皆さまのご参加をお待ちしております。す。入場は無料ですので、多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

【日　時】　７月３日（木）15時～ 18時30分

【会　場】　若桜学園さくらホール

【内　容】　①講演「近代化遺産としての鉄道」
　　　　　講師：堤 一郎氏（（公財）交通協力会　主任研究員）
　　　　　②報告（国土交通省・文化庁より）
　　　　　③パネルディスカッション「鉄道を活かした地域活性化」
　　　　　コーディネーター：中原 斉氏（鳥取県埋蔵文化財センター所長）
　　　　　パネラー：樺澤　豊氏（わたらせ渓谷鐵道社長）
　　　　　　　　　　吉田博一氏（加悦鐵道保存会会長）
　　　　　　　　　　西村昭二氏（若桜鉄道沿線活性化協議会会長）

【お問い合わせ】　若桜町教育委員会　☎（82）2213
　　　　　　　　　　　　　　　　IP☎９（82）2213

全国近代化遺産活用連絡協議会若桜大会フォーラム
「鉄道遺産を守る・活かす‐近代化遺産としての視点から‐」
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悪質商法にはご注意を！
～消費者問題出前講座～

4月22日火 〉〉〉

ソーラー付ＬＥＤ街路灯を寄贈
　（株）アロイ工業からソーラー付ＬＥＤ街路灯が若桜町へ

寄贈されました。これは、節電意識の高まる中、省エネ性

能に優れた商品開発に力を注ぐ同社が、その普及と地域へ

の社会貢献活動の一環として、寄贈されたものです。�

　寄贈された街路灯は、若桜町保健センター駐車場に設置

され、歩道と駐車場の２方を照らしています。「若桜事業所

のオープンを早く望んでいます」と話される小林町長。�

　ＬＥＤは蛍光灯と比較し、低消費電力、低発熱、長寿命

が特徴です。町民の安全安心を守る街路灯として末永く大

切に活用します。�

　悪質商法の被害防止を目的とした消費者問題出前講座

を湯原公民館で開催し、湯原老人クラブの会員１６名の

参加がありました。相談事例の紹介や寸劇を通して、はっ

きりと断ることの難しさや大切さを楽しく学びました。�

　若桜町では、毎週火曜日の９時から１６時に、地域福

祉センタードリーミーで、専門の消費生活相談員による

消費生活相談所を開設しています。まずはお気軽にご相

談ください。�

　出前講座（無料）も受け付けていますので、希望される

方はお問い合わせください。�

消費者問題出前講座を開催

保健センター駐車場に設置されたソーラー付ＬＥＤ街路灯

相談専用ダイヤル

　☎（71）0822　IP☎９（71）0822
　※火曜日のみ
出前講座申込（役場町民福祉課）

　☎（82）2233　IP☎９（82）2232

5月2日金 〉〉〉
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平成26年度 若桜町社会体育事業
スポーツ教室（健康づくり教室）

※スポーツ推進委員事業

担当内 容募集対象者場所日時開催教室

青木一憲
津崎聖基

パス・サーブ・レシーブ・ス
パイクなどの基本を習い、
ゲームが楽しめます。

７年生以上
第1町民
体育館

７月２日（水）・３日（木）・
４日（金）
20時～21時30分

バ レ ー ボ ー ル

丹松美恵子
小林美穂
山田静子
山本映子

誰もが気軽に出来るスポー
ツで体を動かすことを楽し
めます。

１年生以上
第１町民
体育館

６月５日（木）～７月10日（木）
毎週木曜日
20時～21時30分

ニュースポーツ

山田静子
井口敬治

水遊び・顔つけ・水中遊びを
親子で楽しめます。

小学校就学前の
幼児とその保護者

わかさ
温水プール

６月15日（日）
13時15分～14時30分

キ ッ ズ 親 子 で

水 泳 教 室

湯川みちよ

ラケットの握り方からサー
ブ・レシーブの打ち方など卓
球の基本を学ぶことで試合
が楽しめます。

１年生以上
第1町民
体育館

11月29日（土）～12月13日（土）
毎週土曜日
19時30分～21時

卓 球

前住孝行
山根栄真

運動会に向けて体を動かし
ましょう。

１年生以上
若桜学園
グラウンド

９月13日（土）～27日（土）
毎週土曜日
19時～20時30分

わ く わ く

運 動 教 室

スポーツ推
進委員全員

体力年齢が算出出来る簡単
な運動です。

１年生以上
第1町民
体育館

10月ごろ体 力 測 定

日頃、スポーツに接することの少ない人たちにスポーツ活動の機会を

提供することにより、スポーツ人口の拡大と種目の振興を図ります。

集落公民館や婦人会などの団体でスポーツ教室・行事などを計画し、指導者が必要なと
きには教育委員会にご連絡ください。スポーツ推進委員または各種の公認の資格を持っ
ている方を派遣します。
【お問い合わせ】教育委員会事務局 緯(82)2213 IP緯9（82）2213
【連絡事項】①日時 ②実施場所 ③実施種目 ④実施内容

⑤対象者の人数・性別 ⑥その他

移動スポーツ教室

体力づくりの一環として、スポーツを通じ参加者相互の親睦を深め、明るい町づ
くりと体力の増進を図ります。体育協会事業（町内大会）

会 場期 日大 会 名

第 1 町 民 体 育 館６月22日（日）ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル

第 1 町 民 体 育 館７月６日（日）バ レ ー ボ ー ル

若 桜 学 園 テ ニ ス コ ー ト８月３日（日）ソ フ ト テ ニ ス

若 桜 学 園 グ ラ ウ ン ド
中 之 島 公 園

８月13日（水）・１４日（木）野 球 （ 盆 野 球 ）

ふ れ あ い 広 場９月28日（日）町 民 大 運 動 会

ふ れ あ い 広 場11月16日（日）グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ

部 落 解 放 ふ れ あ い ま つ り 会 場 周 辺
部落解放ふれあいまつり開催日
11月２日（日）予定

ラ ン ニ ング フ ェ ス テ ィバ ル

第 1 町 民 体 育 館12月14日（日）卓 球

氷 ノ 山 ス キ ー 場１月24日（土）第 54回 氷 ノ 山 ス キ ー 大 会

スポーツを楽しんで

　　明るく健康な町づくりに！
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☎
お問い合わせ

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９

IP ９（８２）２２１４

　

た
ば
こ
が
体
に
よ
く
な
い
こ
と
は
誰
も

が
知
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
な
い
と
わ
か
っ

て
い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
た
ば
こ
。
こ
れ

は
、
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
の
作

用
が
原
因
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
は
長
い
間
摂

取
す
る
こ
と
で
「
吸
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
」
依
存
状
態
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
い
続
け
る
こ
と
で
、
肺
が
ん

を
は
じ
め
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
な
ど
多
く

の
病
気
の
発
症
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
主
流
煙
と

副
流
煙
が
あ
り
ま
す
。
煙
に
は
発
が
ん
性

物
質
や
刺
激
性
物
質
な
ど
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
含
有
量
は
、

主
流
煙
よ
り
副
流
煙
の
方
が
数
倍
～
数
十

倍
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
、
５

月
31
日
を
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
定
め
、

き
れ
い
な
空
気
を

吸
い
た
い
！

厚
生
労
働
省
で
は
５
月
31
日
～
６
月
６
日

ま
で
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

若
桜
町
で
も
５
月
31
日
に
、
１
日
禁
煙

デ
ー
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
を
吸
う
前
に
ま
ず
ひ
と
呼
吸
、

き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
ま
せ
ん
か
？
そ
し

て
そ
の
１
本
が
自
分
の
健
康
だ
け
で
は
な

く
、
大
切
な
家
族
や
周
り
の
人
の
健
康
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
31
日
～
６
月
６
日
の
禁
煙

週
間
で
は
、
た
ば
こ
の
煙
の
少
な
い
家
庭

や
職
場
に
な
る
よ
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
禁
煙
の
輪
が
広
が
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

副流煙

たばこの火から立ちのぼる煙

　６月は食育月間、毎月19日は食育の日です。
　～ 一口30回、今より５回多く噛むことを心がけましょう ～

毎
月
８
日
は「
若
桜
町
歯
の
日
」で
す
。

い
つ
ま
で
も
歯
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

主流煙

直接吸うたばこの煙
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平成26年度 特定健診・健康診査日程表
月　日 健診会場 受付時間 該 当 部 落

６月23日（月） ド リ ー ミ ー ９時～ 10時 西町・三倉・上高野・農人町・高野

６月25日（水） 保健センター ９時～ 10時 新町・上町・中町・下町・大炊・神直
岸野・糸白見・根安

６月26日（木）

肝臓超音波検査
保健センター ８時30分～ 10時

山田町・浅井・口屋堂羅・屋堂羅・寺所
あかまつ団地・馬場・内町・赤松・来見野
諸鹿・香田・長砂・若葉団地

６月27日（金）

肝臓超音波検査
保健センター ８時30分～ 10時

湯原・渕見・茗荷谷・ 米・吉川・須澄
岩屋堂・栃原・中原・加地・大野・寺前
小船・落折

１月27日（火） 保健センター ８時30分～ 10時 全集落　

★今年度は鳥取大学医学部の協力を得て、希望者（40 ～ 80歳）の方に
肝臓超音波検査（無料）を実施します。

　肝臓超音波検査　6月26日（木）9時～ 12時　　13時～ 16時

　　　　　　　　　6月27日（金）9時～ 12時　　13時～ 16時

　　　　　　　　　先着150名（事前申し込み必要：予約制）

必ず特定健診と一緒に受けていただきますので、超音波検査のみを受
けることはできません。
超音波検査を申し込まれた方は腫瘍マーカー（血液検査）が追加検査
として実施されます。

特定健診・健康診査を受けましょう
　40才以上の国民健康保険の該当者の方（特定健診）と75才以上の後期高齢者の方（健康診査）に健

診を実施します。

　健診を受けることで自分の健康を知ることができます。そして健診結果から生活習慣を見直し、生活

習慣病の予防につなげることもできます。年に一度は健診を受けましょう。

　今年度、若桜町と鳥取大学医学部消化器内科が協力して肝がん検診を行うことになりました。
　今回は集団検診で特定健診と健康診査を受けられる方（40歳から80歳まで）を対象に、腹部エコー検
査を実施します。
　胃がん検診ではバリウム検査で直接がんがあるかどうかを調べる検査が一般的ですが、肝がんではこ
れまで直接調べる検査は行われておらず、新しい試みになります。肝がんも早期発見と早期治療で治癒
率が高まります。自覚症状のない早期のがんの発見には、直接的がん検診が有用と考えられます。検査
費用は無料です。腫瘍マーカー（がんなどがあると高くなる血液検査値）や肝臓の硬さ（肝臓が硬いと
発がんリスクが高い可能性があります）も同時に測定する予定です。集団検診を受けられる方はぜひ腹
部エコー検査も申し込みしてください。（先着１５０名、予約制）
記：鳥取大学医学部消化器内科　杉原誉明

●お申し込みは保健センター（☎（82）２２１４）までお願いします。

肝臓超音波検査（腹部エコー検査）を受けましょう
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夕
方
に
な
る
と「
里
に
帰
っ
て
き
ま
す
」

と
家
か
ら
飛
び
出
し
た
り
、
さ
っ
き
ご
飯

を
食
べ
た
の
に
、「
ご
飯
は
ま
だ
か
い
な
」

と
繰
り
返
さ
れ
た
り
。　

　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
こ
と
は
、
家

族
に
と
っ
て
、
気
の
休
む
こ
と
が
な
い

日
々
の
繰
り
返
し
だ
と
思
い
ま
す
。

　

優
し
く
接
す
る
方
が
よ
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
け
ど
、
つ
い
つ
い
怒
っ
て
し

ま
い
、
け
ん
か
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。

　

介
護
を
長
続
き
さ
せ
る
秘
訣
・
・
・

　

そ
れ
は
、
同
じ
よ
う
に
介
護
を
す
る
仲

間
同
士
が
つ
な
が
り
、
お
互
い
の
悩
み
を

共
有
す
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

誰
に
も
話
せ
な
い
こ
と
、
我
慢
し
て
い
る

こ
と
、
い
ら
い
ら
す
る
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
、
怒
っ
て
し
ま
い
た
い
こ
と
、
一
生
懸

命
に
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
誰
か
に
話

す
こ
と
で
、
介
護
に
ゆ
と
り
と
元
気
が
生

ま
れ
る
の
で
す
。

「
虹
の
会
」

～
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
の
つ
ど
い
～

　

若
桜
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認

知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
の
つ
ど
い

「
虹
の
会
」
を
毎
月
第
３
水
曜
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
会
で
は
、
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
代
表
の
吉
野

先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
認
知
症

の
情
報
提
供
や
、
接
し
方
の
相
談
も
行
い

ま
す
。

　

会
の
中
で
話
を
し
た
こ
と
が
漏
れ
る
こ

と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に

参
加
し
て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
は
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
5
月
1
日
（
木
）、
小
中

一
貫
校
と
な
っ
て
3
回
目

と
な
る
全
校
遠
足
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
町
内
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で

し
た
が
、
今
年
は
初
め
て
、

氷
ノ
山
キ
ャ
ン
プ
場
へ
出

か
け
ま
し
た
。
色
別
縦
割

り
班
ご
と
に
、
1
年
生
か

ら
9
年
生
ま
で
が
協
力
し

な
が
ら
カ
レ
ー
を
作
り
、

楽
し
い
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
・
後
期

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
若
桜
中
学

校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
応

援
練
習
を
行
い
、
前
期
ブ

ロ
ッ
ク
は
仲
良
し
活
動
で

友
達
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
最
後
に
、
地
域
の

大
切
な
自
然
や
施
設
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

清
掃
活
動
を
行
い
、
充
実

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

一貫校ならではの異学年交流

全校を24班に編成（6色×4班）

いっしょに食べるとおいしいね！

県外からのお客さんに、「子どもたちの声に元気を
もらった。来てよかった」と言われた声出し練習

火おこしや調理を分担

普段から一緒に過ごす機会を設けています
－全校集会・児童生徒会総会風景－
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鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
よ

り
ん
彩
」
は
倉
吉
未
来
中
心
の
１
階
に
所

在
し
、「
学
習
・
啓
発
」「
情
報
提
供
」「
相

談
」「
活
動
・
交
流
支
援
」
の
４
つ
の
機

能
を
中
心
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
拠
点
と
し
て
様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
愛
称
の
由
来
は

「
寄
り
ん
さ
い
な
」
と
い
う
気
持
ち
で
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
、
老
若
男
女
い
ろ
い

ろ
な
色
（
彩
）
を
寄
せ
合
っ
て
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
４
つ
の
各
機
能
に
沿
っ
て
よ
り
ん
彩

の
事
業
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

①
学
習
・
啓
発

・ 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
様
々
な
講

座
の
企
画
、
実
施
。

知っていますか？
「よりん彩」

②
情
報
提
供

・ 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
、雑
誌
、

映
像
な
ど
の
収
集
や
提
供
。

・ 

学
習
、
研
修
に
利
用
す
る
た
め
の
資
料

及
び
講
師
な
ど
の
紹
介
や
情
報
提
供
。

・ 

よ
り
ん
彩
の
事
業
や
特
集
を
紹
介
し
た

広
報
誌
の
発
行
。

③
相

　

談

・ 

相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
不
安
や
迷
い
を

聞
き
、
自
ら
の
力
で
問
題
解
決
が
で
き

る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

※ 

相
談
室
は
鳥
取
県
庁
第
２
庁
舎
１
階
に

も
あ
り
ま
す
。（
土
日
祝
日
は
休
業
）

④
活
動
・
交
流
支
援

・ 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
の
た

め
、
よ
り
ん
彩
施
設
を
無
料
で
提
供
。

・ 

団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
企
画
、
開
催

す
る
事
業
支
援
（
よ
り
ん
彩
活
動
支
援

事
業
）
の
募
集
。

・ 「
よ
り
ん
彩
ネ
ッ
ト
」
会
員
（
無
料
で

会
員
登
録
可
能
）
へ
広
報
誌
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
無
料
で
提
供
。

　
よ
り
ん
彩
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
、
鳥
取
県
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
☎
０
８
５
８
（
23
）

３
９
０
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
（
よ
り
ん
彩
は
月
曜
日
が
休
業
日
で
す
）
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認知症の人と家族の会 吉野先生
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5
月
1
日
（
木
）、
小
中

一
貫
校
と
な
っ
て
3
回
目

と
な
る
全
校
遠
足
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
町
内
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で

し
た
が
、
今
年
は
初
め
て
、

氷
ノ
山
キ
ャ
ン
プ
場
へ
出

か
け
ま
し
た
。
色
別
縦
割

り
班
ご
と
に
、
1
年
生
か

ら
9
年
生
ま
で
が
協
力
し

な
が
ら
カ
レ
ー
を
作
り
、

楽
し
い
昼
食
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
・
後
期

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
若
桜
中
学

校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
応

援
練
習
を
行
い
、
前
期
ブ

ロ
ッ
ク
は
仲
良
し
活
動
で

友
達
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
最
後
に
、
地
域
の

大
切
な
自
然
や
施
設
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

清
掃
活
動
を
行
い
、
充
実

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

一貫校ならではの異学年交流

全校を24班に編成（6色×4班）

いっしょに食べるとおいしいね！

県外からのお客さんに、「子どもたちの声に元気を
もらった。来てよかった」と言われた声出し練習

火おこしや調理を分担

普段から一緒に過ごす機会を設けています
－全校集会・児童生徒会総会風景－

平成26年６月11
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今
回
は
旅
行
事
故
で
の
旅
行

会
社
の
責
任
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
旅
行
に
際
し
て
旅
行
業

者
が
負
う
義
務
と
し
て
は
、
旅

行
に
際
し
運
送
機
関
、
宿
泊
機

関
な
ど
を
手
配
す
る
義
務
、
不

測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
で
も

安
全
か
つ
円
滑
な
旅
行
の
実
施

を
確
保
す
る
た
め
の
代
替
手

段
を
提
供
す
る
な
ど
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
義
務
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
に
付
随
し
て
、
旅
行
者

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
～あなたは大丈夫？
　　消費者トラブルの事例～

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
旅
行

日
程
・
交
通
機
関
な
ど
で
の
危

険
を
排
除
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
他
に
も
、旅
行
者
の
生
命
、

身
体
や
手
荷
物
に
生
じ
た
一
定

の
損
害
に
つ
い
て
は
、
旅
行
会

社
に
責
任
が
な
く
て
も
一
定
額

の
補
償
金
及
び
見
舞
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

本
件
で
、
旅
行
会
社
は
バ
ス

を
旅
行
計
画
ど
お
り
に
手
配
を

し
て
お
り
、
義
務
を
履
行
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
旅
行
会
社
は
旅
行
者
の
安

全
を
は
か
る
た
め
、
旅
行
日

程
、
交
通
機
関
な
ど
に
つ
き
危

険
を
排
除
す
べ
き
義
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
例

え
ば
運
転
手
が
飲
酒
運
転
し
て

い
る
の
に
旅
行
会
社
の
添
乗
員

が
運
転
を
止
め
さ
せ
る
な
ど
の

措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
義
務
に
違
反
す
る
と
い
え

ま
す
。
な
お
、
本
件
で
旅
行
会

社
の
責
任
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
で
も
、
補
償
金
及
び
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
手

荷
物
の
損
害
に
つ
い
て
は
15
万

円
を
限
度
に
補
償
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
相
談
は
若
桜
町
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
海
外
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
海
外
旅

行
な
の
で
、
日
本
の
旅
行
会
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
旅
行
中
に
乗
っ
て

い
た
バ
ス
が
事
故
に
遭
い
、
大

け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

バ
ス
会
社
に
対
し
損
害
賠
償
請

求
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
外

国
の
法
律
を
知
る
よ
し
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
バ
ス
に
乗

る
こ
と
自
体
旅
行
会
社
の
計
画

【６月の消費生活相談】

【と　き】６月10日（火）・17日（火）・24日（火）
　　　　７月 １日（火）　９時～ 16時

【ところ】地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822

し
た
も
の
で
す
。
旅
行
会
社
に

対
し
て
損
害
賠
償
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
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農
地
の
売
買
や

貸
借
に
は
許
可
が

必
要
で
す

☎
お問い合わせ

農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
・
貸
し

借
り
を
す
る
場
合
は
農
地
法
第
３
条

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
許
可
が
無
け
れ
ば
農
地
の
売

買
を
行
っ
て
も
所
有
権
移
転
登
記
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

し
、
許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
下
記
の
よ
う
な
場
合
に

は
許
可
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
●
取
得
後
す
ぐ
に
耕
作
し
な
い
場

合　
●
他
人
に
転
貸
し
た
り
し
て
自
ら

が
耕
作
し
な
い
場
合

　
●
農
地
取
得
後
の
農
業
経
営
面
積

が
一
定
規
模
に
達
し
な
い
場
合

(

若
桜
町
の
場
合
20
ア
ー
ル)

　

各
許
認
可
な
ど
の
申
請
の
締
め
切

り
は
毎
月
25
日
で
翌
月
の
10
日
前
後
に

開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ノ
ー
ム
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説

に
で
て
く
る
森
の
妖
精
で
す
。
自
然

の
仕
組
み
を
よ
く
知
り
、
森
の
中
で

自
然
を
大
切
に
守
り
、
ま
た
そ
の
恵

み
を
受
け
て
生
活
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ノ
ー
ム
は
、
氷
ノ
山
の
豊
か

な
自
然
を
紹
介
す
る
響
の
森
の
案
内

役
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
や
っ
て
来
て
、
平
成
11
年
の

オ
ー
プ
ン
以
来
入
館
者
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
響
の
森
の
展
示
が
傷
ん
で

き
た
り
、
古
く
な
っ
て
い
た
り
し
て

い
る
の
で
、
施
設
の
一
部
を
改
修
す

る
こ
と
に
な
り
、
残
念
な
が
ら
ノ
ー

ム
も
６
月
の
終
わ
り
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
帰
り
ま
す
。

　
７
月
か
ら
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、『
夜
の
森
の
ジ
オ
ラ
マ
』
や

大
き
な
う
さ
ぎ
の
い
る
『
ノ
ー
ム
の

家
』、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
が
楽
し
め
る

『
森
の
サ
ー
カ
ス
』
な
ど
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
は
今
ま
で
ど
お
り
で
「
い

つ
で
も
作
れ
る
コ
ー
ナ
ー
」
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ノ
ー
ム
や
エ
ル
フ
な
ど

森
の
妖
精
た
ち
の
最
後
の
姿
を
ぜ
ひ

見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　
ノ
ー
ム
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
森
の
生
き
物
た
ち
は
み
ん
な
一
つ
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
方
人

間
も
、
こ
の
つ
な
が
り
の
一
員
で
す
。

こ
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
」

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館

　
響
の
森

自
然
解
説
専
門
員

　
高
橋
宏

（
２
年
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
）

もうすぐお別れです

�さよならノーム

５
月
14
日（
水
）

　
　

に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

　

・
利
用
権
設
定 

８
件

　

・
非
農
地
証
明 

２
件

　

 

・
農
地
法
第
３
条 

３
件

　

 

・
農
地
法
第
４
条 

１
件

　
 

・
農
振
除
外 

１
件



今月の言葉　人間は　幸せに生きる　権利がある

ふれあい交流センターだより

であい・ふれあい・つながりあい
花 み ず き

★第１回　書道教室

　５月15日（木）、センターで田島義則先生のご指導のもと書道教室がスタートしました。
キレイな字は、人前で自身を持って書けます!　「書は人なり」ということわざが
あるように書を習うことで自身の人格が磨かれるものだと思います。
　今年度は子どもの参加者があり、少し雰囲気が変わるのではないでしょうか？

　５月20日（火）、地域の高齢者と加西フラワーセンターでたくさんの花を見学した後で、大阪
コリアタウンに行ってきました。
　大阪コリアタウンは在日韓国・朝鮮人の方が多く暮らし、1900年の初め頃商店街ができまし
た。今では日本最大の韓国食料品マーケットで、東西600mにわたって130以上の店舗が軒を連
ねて賑わっています。その中をぼちぼちと異・食文化にふれ、そのよさを満喫しながら「キムチ・
油かす・豚足」などを、お土産として買って帰りました。

「田島先生のご挨拶でスタート」

加西フラワーセンターの見学 コリアタウン「百済門」 御幸森神社を参拝

「文字美人」になれる！

６月の予定　　１３日（手芸教室）・１９日（書道教室）２７日（読み聞かせ教室）

　　　　　　　２７日（健康づくり人づくり・笹巻きづくり）３０日（焼き肉のタレ作り）

★健康づくり人づくりの会・県外研修
ｉn大阪コリアタウン

平成26年６月 14
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町
長　小

林  

昌
司

町
村
あ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
報
道
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

若
桜
町
は
、
81
・
３
％
の
減

少
で
、
県
内
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

全
国
で
も
25
番
目
と
い
う
数
字

で
し
た
。
ま
た
１
８
０
０
ほ
ど

の
全
国
の
市
区
町
村
の
半
数
が

減
少
率
50
％
以
上
で
、
市
区
町

村
が
人
口
維
持
で
き
ず「
消
滅
の

可
能
性
」も
と
言
っ
て
お
り
ま
す

が
、
何
の
施
策
も
し
な
か
っ
た

ら
、
こ
の
よ
う
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
、
国
や
県
、
市
町
村
も

し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

私
は
、
若
桜
町
の
人
口
減
少

を
見
て
、
い
つ
か
は
く
る
と
予

想
し
て
、
小
中
一
貫
教
育
校
の

若
桜
学
園
の
開
校
、
若
桜
幼
稚

園
と
若
桜
保
育
所
を
統
合
し
た

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
、
さ
ら

に
は
子
育
て
の
充
実
を
図
る
た

め
小
中
学
校
の
給
食
費
の

公
費
負
担
、
高
校
生
の
月
額
７
，

０
０
０
円
の
通
学
補
助
、
保
育

料
の
無
償
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
だ

先
の
こ
と
だ
か
ら
と
い
う
楽
観

論
、
ど
う
せ
い
け
り
ゃ
あ
せ
ん

と
い
う
諦
め
の
悲
観
論
が
多
く

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
職
員

の
中
に
も
楽
観
論
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
去
る
５
月
19
日
に

「
若
桜
町
人
口
減
少
対
策
推
進
本

部
」を
設
置
し
ま
し
た
。
本
部
の

で
は
地
域
資
源
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
活
用
し
て
地
域
内
循
環

を
図
っ
て
お
り
、
地
に
足
が
つ

い
た
施
策
だ
と
思
う
」と
ほ
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今

１
万
㎥
の
木
材
を
搬
出
す
る
こ

と
が
で
き
か
け
ま
し
た
。
若
桜

の
山
が
少
し
ず
つ
動
い
て
お
り

ま
す
。

　

視
察
同
行
し
て
い
た
だ
い
た

八
頭
中
央
森
林
組
合
、
若
桜
林

業
研
究
会
、
鳥
取
県
庁
の
皆
さ

ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
人
口
減
少
対
策
推
進
本
部
を
設

置
」諦
め
ず
前
向
き
に
攻
め
る

　

日
本
創
生
会
議（
座
長　

増
田

寛
也
元
総
務
大
臣
）が
５
月
８
日

に
発
表
し
た
若
年
女
性
の
数
の

試
算
に
よ
る
と
、
鳥
取
県
内
の

自
治
体
で
20
～
30
代
の
子
ど
も

を
産
む
女
性
が
２
０
４
０
年
に

は
半
減
し
て
し
ま
う
町
村
が
13

中
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

作
り
、
若
い
職
員
の
意
見
を
引

き
出
し
ま
す
。
ま
た
、
年
３
回

程
度
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
聞
き
ま
と
め
て
、「
当
面
の
行

動
方
針
」を
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
住
宅
施
策
な
ど
大
き
な
課

題
も
緊
急
に
取
り
組
み
た
い
。

何
と
言
い
ま
し
て
も
、
こ
の
問

題
は
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
行

政
批
判
だ
け
で
済
ま
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の

皆
さ
ま
が
諦
め
ず
に
前
向
き
な

気
持
ち
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
も
諦
め
ず
、
前
向
き
に

攻
め
る
し
か
手
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
田
窓
月
・
幹
男

　
父
子

写
真
展
に
想
う

　

５
月
17
日
か
ら
６
月
15
日
ま

で
、
若
桜
郷
土
文
化
の
里「
た
く

み
の
館
」で
吉
田
窓
月（
惣
一
）、

幹
男
父
子
写
真
展
が
開
催
中
で

す
。

　

オ
ー
プ
ン
の
５
月
17
日
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り
、

父
で
あ
る
吉
田
窓
月
さ
ん
が
青

年
時
代
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
、
因
幡
の
人
と

風
土
を
写
し
た
ガ
ラ
ス
乾
板
を

自
ら
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
写
真
と
、
吉
田
幹
男
さ
ん
の

日
本
大
判
写
真
展（
日
本
の
自
然

景
観
）に
出
展
さ
れ
た
自
然
風
景

の
写
真
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
吉
田
窓
月
さ
ん
は
大

正
時
代
に
岩
屋
堂
で
生
ま
れ
、

鳥
取
市
に
出
ら
れ
て
材
木
商
を

営
む
傍
ら
、
好
き
な
写
真
に
興

味
を
持
た
れ
、
鳥
取
県
西
部
の

植
田
正
治
と
並
ぶ
写
真
家
で
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　

若
桜
町
が
輩
出
し
た
偉
大
な

写
真
家
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
吉
田
幹

男
さ
ん
は
鳥
取
県
東
部
の
経
済

界
で
も
活
躍
さ
れ
た
方
で
も
あ

り
ま
す
し
、
一
昨
年
ま
で
は
、

鳥
取
若
桜
会
の
会
長
と
し
て
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

当
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に

は
、
鳥
取
若
桜
会
の
会
員
の
皆

さ
ま
も
多
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

窓
月
さ
ん
が
生
ま
れ
た
懐
か

し
い
岩
屋
堂
の
風
景
写
真
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
町
民
の
み
な

さ
ま
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

林
野
庁 

新
島
森
林
整
備
課
長

が
若
桜
町
の
林
業
を
視
察

　

去
る
５
月
18
日
、
林
野
庁
の

新
島
森
林
整
備
課
長
が
若
桜
町

の
林
業
の
状
況
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
現
地
検
討
会
で
は
、
岩

屋
堂
の
林
道
皆
込
谷
線
周
辺
の

搬
出
間
伐
の
状
況
や
林
道
開
設

の
林
道
屋
堂
羅
線
の
状
況
を
見

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
高
原
の
宿「
氷

太
く
ん
」で
検
討
会
を
行
い
ま
し

た
。
新
島
課
長
は
、「
若
桜
町
の

森
林
は
素
晴
ら
し
い
。
先
人
の

皆
さ
ま
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

若
桜
町
の
大
き
な
宝
物
で
す
。

そ
の
森
林
を
生
か
す
の
も
林
道

で
あ
る
。
急
峻
な
山
で
あ
る
が
、

道
を
作
っ
て
こ
そ
山
が
動
く
と

思
う
。
林
野
庁
と
し
て
も
林
道

開
設
に
支
援
し
た
い
。
ま
た
現

在
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
若
桜
町

搬出間伐の状況について説明

平井知事を迎えての入園式
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１年間お世話になります
若桜氷ノ山寿大学運営委員のみなさん

　若桜氷ノ山寿大学の開講式が４月17日（木）
に開催され、小林町長を講師に『魅力あふれる
町づくり「若桜町飛躍のマニフェスト八策」』と
題してご講演いただきました。
　今年は、昨年を上回る89名が入学され、開講
式には45名が出席し、小林町長の講演に熱心に
耳を傾けました。
　町長は、「町政を担うには職員が大切。町民の
大事なお金を預かっているので、効率のよい使
い方をするべきだとも考えている。スピードの
ある行政が一番大事であり、信頼のおける役場
でありたい」とも話されました。

　平田運営委員長
が、「町政に期待し
ている。体に気を
つけられて公務に
励んでいただきた
い」とお礼の言葉
を述べ、開講式を
終えました。

～平成26年度 若桜氷ノ山寿大学を開講～

開講式で講演される小林町長

　第２回寿大学は、「高齢者の振り込め詐欺防止」「高
齢者の交通事故防止」について学習しました。
　はじめに、鳥取県警が作成された「振り込め詐欺等
特殊詐欺被害防止DVD」を視聴した後、若桜駐在所の
山根博樹さんから振り込め詐欺に遭わないためには、

「お金はすぐに振り込まない。警察、家族に必ず相談す
る」などの話がありました。
　続いて、シルバー・セーフティ・インストラクター
の海村信一郎さんに交通安全について講演していただ
きましたが、海村さんの雑学話に会場内はワハハ、ワ
ハハの大爆笑。
　自転車に乗っていて「被害者」になった時、「加害者」
になった時はすぐ110番すること、負傷者を救護しな
いで事故現場を離れると【ひき逃げ】になることなど、
笑いの中にも重要なことはきちんと伝えられました。
受講生は笑って心も晴れ晴れ。楽しく講習も受け充実
した講座となりました。

笑って楽しく交通安全講習

笑いを折り込みながら交通安全講習を
される海村さん

「レターパックでの送金は詐欺」と
注意を呼びかける山根駐在員

（敬称略）

運 営 委 員 長 平田　雅人（加地）

副運営委員長 澤田　　明（下町）

副運営委員長 門村　宣子（西町）

運 営 委 員 中島　壽道（馬場）

運 営 委 員 盛田　節子（農人町）

運 営 委 員 矢部　節子（上町）

運 営 委 員 岡田美佐子（西町）

運 営 委 員 山根　優枝（香田）
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　５月10日（土）、母の日のプレゼント用に「ブローチ」を
作成しました。
　指導には、昨年の公民館講座「UVレジンでアクセサリー
作り」で技術を習得した公民館職員２名があたりました。
　ブローチは、蝶や動物のシール、ビーズなど好きなパー
ツを選んで配置してからUVレジン液を流し込み、紫外線を
当てて硬化させることで作ります。
　子どもと一緒にお母さん、おばあさん、大きいおばあさ
んのブローチを作るお父さんの姿も見られましたが、その
センスのよさに驚くばかり。
　子どもたちには少し難しいかなと思いましたが、そんな

思いもなんのその。
できあがった作品
は大人顔負けの作
品ばかりで、子ども
たちの発想に感心
しました。

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　
柳

　
（
さ
く
ら
吟
社
）

増
税
に
小
銭
も
や
っ
と
笑
い
出
す

 

車
井　

信
恵

大
砂
丘
ふ
っ
く
ら
と
し
た
乳
房
描
く

 

門
村　

千
代

散
歩
の
た
び
ポ
チ
は
音
痴
を
聞
か
さ
れ
る

 

中
田　

房
江

あ
ら
不
思
議
ウ
メ
や
桜
に
雪
が
降
る

 

茗
荷　

き
み

早
と
ち
り
歳
は
取
り
た
く
な
い
も
の
だ

 

山
本　

延
子

の
び
切
っ
た
輪
ゴ
ム
と
わ
た
し
相
似
形

 

永
原　

昌
鼓

さ
ま
ざ
ま
な
蕾
ふ
っ
く
ら
春
盛
り

 

谷
口　

史
子

深
海
の
異
変
で
奇
魚
が
顔
見
せ
る

 

土
岐　

昌
子

幼
児
の
顔
も
ふ
っ
く
ら
牡
丹
咲
く

 

福
田　

珱
子

セ
リ
を
摘
む
指
の
先
か
ら
春
に
な
る

 

倉
益　

一
瑤

不
整
脈
か
恋
か
主
治
医
に
診
て
も
ら
う

 

両
川　

洋
々

寝
た
き
り
も
長
寿
社
会
の
一
人
な
り

 

山
本　

欣
和

ふ
っ
く
ら
と
体
も
出
来
て
入
社
式

 

山
本　

欣
和

超
美
人
よ
く
よ
く
見
れ
ば
男
な
り

 

川
上　
　

巧

色
男
掃
く
ほ
ど
も
て
た
頃
が
あ
る

 

川
上　
　

巧

ふ
っ
く
ら
と
出
来
た
新
芽
の
よ
も
ぎ
餅

 

盛
田　

康
秋

男
だ
ぜ
色
気
話
に
花
咲
か
す

 

盛
田　

康
秋

体
力
の
お
と
ろ
え
庇
う
口
の
先

 

竹
口　

清
信

男
だ
と
威
張
る
が
女
に
は
勝
て
ぬ

 

竹
口　

清
信

元
気
げ
に
見
せ
る
元
気
は
ま
ん
だ
あ
る

 

岡
崎　

彰
夫

何
ほ
ど
の
者
か
を
生
き
て
確
か
め
る

 

岡
崎　

彰
夫

人
生
の
ひ
と
り
び
と
り
が
旅
仲
間

 

藤
原　

鬼
桜

離
婚
後
に
未
練
が
ま
し
い
の
は
オ
ト
コ

 

藤
原　

鬼
桜

俳

　
句　
（
鶴
尾
句
会
）

ひ
の
後
の
だ
ん
ま
り
日
の
永
し

 

山
本　

小
品

黄
水
仙
ラ
ッ
パ
の
音
色
聞
こ
え
さ
う

 

田
島　

富
子

わ
が
闇
の
心
深
き
に
散
る
さ
く
ら

 

谷
口　

裕
子

木
の
芽
晴
散
歩
の
犬
の
足
速
し

 

竹
本　

光
子

満
開
の
花
に
始
ま
る
新
学
期

  

山
根　

里
江

学
び
舎
に
ひ
び
く
児
の
声
四
月
か
な

 

茗
荷　

恵
子

手作りブローチに感謝をこめて
～母の日のプレゼントづくり～

好みのパーツを選ぶ参加者

　若桜町公民館は、生涯学習の場・コ
ミュニティの拠点として、地域の皆さ
まがどのような事業に魅力を感じてお
られるのかを考えながら、事業を行っ
ていきたいと考えています。「こんな
ことがやってみたい」「こんな講座を
してほしい」などなど、皆さまのご意
見・ご要望などありましたらぜひお聞
かせください。お待ちしております。

（営業活動に関するご利用はご遠慮願います）

みなさまの公民館です！
いつでも気軽にご利用ください。

●連絡先　若桜町公民館
　　　　　☎（82）1584
　　　　　IP☎９（82）1584
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26

29 30 27 28 29 30 31

月7月６

ほんのひろば カレンダー
おはなし会など

*乳幼児対象おはなし会

6月19日(木) 10時30分から
（読み聞かせグループ「もこもこ」）

*脳を元気にしよう「音読教室」
6月27日(金) 14時から

（情報館職員）

場所：情報館会議室

どなたでも参加いただけます。

お気軽においでください。

2014.6 No.117

【貸出冊数と期間】 1人５冊まで、２週間

【開館時間】 １０時～１８時

【休館日 】 毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始

どなたでも利用料金は無料です

わかさ生涯学習情報館
℡ 0858(82)6860

IP 9(82)6860

FAX 0858(82)6861

※第１～第４火曜日「本の巡回便ムーブック」運行

場所：情報館プレイルーム

今年は「ムーミン」シリーズの作者トーベ・ヤンソンの生誕100周
年にあたり、全国で様々なイベントが開催されています。

展示コーナーにて「ムーミン」シリーズの本を展示しています。

可愛く個性的なキャラクターと、子供向けにもかかわらず哲学的

な要素を感じる物語。ぜひ手に取ってご覧ください。

皆さまのご利用、ご支援により、７月１日で情報館

は１０周年を迎えます。これを記念して、７月より１０

周年を記念したイベントを企画しています。

トーベ・ヤンソン生誕100年

【１０周年記念講演】
『常世田良氏・郷土作家によるパネルトーク』 ７月６日 １３時３０分～

【鳥取県立博物館収蔵 化石展】 7月1日～6日まで

【若桜町特産品が当たるスタンプラリー】 7月1日～8月31日

【読み聞かせグループ「もこもこ」による10周年記念おはなし会】

【サークル活動表彰】

その他のイベントも企画しています。広報やチラシ、IP告知電話などでお知らせしますので、お見

逃しのないようご期待ください。多数のご来館をお待ちしています。
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≪文学≫ ≪その他≫

・乗合船 北原　亞以子 ・日本百名山を登る 昭文社

・冬天の昴 あさの　あつこ ・鳥もも肉は、万能選手。 オレンジページ

・雨宿り 宮本　紀子 ・宝塚歌劇華麗なる１００年 朝日新聞出版

・満願 米澤　穂信 ・ニッポンの大問題 池上　彰

・二歩前を歩く 石持　浅海 ・とまらない 三浦　知良

・軍師官兵衛　２ 前川　洋一 ・あのとき、この本 こうの　史代

・原罪 遠藤　武文 ・ベロ回し体操 小出　馨

・妻は、くノ一 風野　真知雄 ・花子とアンへの道 村岡　恵理

・ありふれた愛じゃない 村山　由佳 ≪ヤングアダルト≫

・Ｂｕｒｎ． 加藤　シゲアキ ・君に届け　 下川　香苗

・バベル 福田　和代 ・枕草紙 時海　結以

・逆流 笹本　稜平 ≪児童書≫

・代償 伊岡　瞬 ・草と木で包む Ｕ．Ｇ．サトー

・仮面同窓会 雫井　脩介 ・思いこみマジック 瀬尾　政博

・雛の鮨 和田　はつ子 ・ドジ魔女ヒアリ 倉橋　耀子

・カノン 中原　清一郎 ・こどもたちへ まど　みちお

・内通者 堂場　瞬一 ≪絵本≫

・ソナチネ 小池　真理子 ・おばけのたんけん 西平　あかね

・髪結 佐伯　泰英 ・おおきくなったらなにになる？ ディック ブルーナ

・出好き、ネコ好き、私好き 林　真理子 ・とりがないてるよ ヨアル ティーベリ

・師父の遺言 松井　今朝子 ・だいすきなおばあちゃん 日野原　重明

・創作の極意と掟 筒井　康隆 ≪郷土≫

・完本うらやましい死に方 五木　寛之 ・歩兵第四十連隊の写真帳 鳥取市歴史博物館

・とび 三谷　幸喜 ・武家の女性・村の女性 谷口　啓子

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください 

新　　着　　図　　書 2014. 4. 30 まで
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6月29日（日）温水プール10周年記念イベント開催！
≪記念セレモニー≫　　９時30分から
・感謝状授与・・プール利用者500回以上の方
・鳥取工業高等学校水泳部模範演技
・高校生VS小学生リレー対決
・タイムトライアル

25ｍまたは50ｍのタイムを計ります（希望者）
認定証を進呈します。

≪特別教室≫

『水で遊ぼう！健康水中運動教室』
講師：アクアサイズ協会 副会長　古関美保子 氏

〇町民高齢者向け教室　11時10分から
〇一般向け（７年生以上）教室　14時から

◎小学生水泳教室

　カエルコース

　21日（土）
　10時40分～ 11時30分
　イルカコース

　21日（土）
　11時40分～ 12時30分
　シャチコース　
　19日・26日（木）
　16時40分～ 17時30分
　21日（土）
　10時40分～ 11時30分
　クジラコース　
　19日・26日（木）
　17時40分～ 18時30分
　21日（土）
　11時40分～ 12時30分

6月29日（日）温水プール10周年記念イベント開催！

おかげさまで

10周年

日頃の運動不足の解消に！この機会に温水プールで
水中運動を始めませんか？
詳しくは、チラシをご覧ください。

イベントに参加すると温水
プール 5 回無料券、ヨガ教
室無料体験券がもらえます。

６月の予定

など盛り上がる
イベント満載


